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   We reported a case of Paget's disease of the scrotum, a rare disease in urological field. The patient 
had successful radical resection of the dermal tumor and scrotal plasty. Paget's disease has a low mal-
ignancy and its treatment is necessary as the same manner to scrotal cancer. Although most scrotal malig-
nancies are squamous cell carcinoma, urologists should recognize this borderline disorder exactly such 
as in this case and treat patients with co-operation to the relative fields. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 34: 1069-1072, 1988)































廣 痒 感が あ った(Fig.1).
入 院時 検 査成 績:末 梢 血 球 数,血 液 像,血 液 生 化学
検 査 に お い て,著 明 な異 常 は 認 め な か った(Tablc
l).各種 腫 瘍 マ ーカ ーを 検索 した と ころ,TPAの 強
度 高値,IAPの 軽度 上 昇 を認 めた.扁 平上 皮 癌 関連
抗 原(Scc-Ag)CEAは正常 範 囲 内 で あ った(Table
2).陰嚢 原発Paget病の 診 断の下,1986年10月7日,
全麻 下 に,腫 瘍 摘 出術 兼 陰嚢 形 成術 を 施 行 した,
手 術 所 見 術 中迅 速 凍 結 切片 に て,Paget細 胞 の
存在 の有 無 を確 認 しな が ら,Turnorfreeを約3cm
と り,皮 下組 織 を 含 め て,腫 瘍 摘 出術 を施 行 した,
18×8.5cmの皮 膚 欠 損 が で き た ので,両 鼠 径 部 へ減
張 切開 を 延 ば し,陰 嚢 形成 術 を施 行 した(Fig.2),
この と き,形 成 術 の妨 げに な り,年 齢 も考 慮 した うえ
で,右 徐睾 術 を 施 行 した.
術 後 経過 予防 的 に,CEZ49/日 を点 滴 静 注 しつ
つ,1日1回 創 部 の 消毒 を 施 行 した.陰 茎 根 部 の縫 合
部 よ りの 浸 出液 が,約1週 間続 い た が,形 成 され た 部
位の 皮膚 の色 調 は よ く,感 染 を起 こす こ と もな く,術
後10日目に 全 抜糸 し,】0月30日退 院 した.退 院後 は 当
院皮 膚科 で経 過 を観 察 中 で あ るが,術 後8ヵ 月を 経 た
現 在,再 発 転 移 は認 め られ て いな い.
病 理 組織 所 見lepidermisがhypcrplasticであ り,
下 方 へ もpseudoepitheliomatousに増 生 してい る.
胞 体 が 明 る く豊 富で 大 型 のtumorcellが小胞 巣 を な
して 密 に,主 と してepidcrmisに存在 し,一 部der・
misで もcribriformやabortiveglandu!anstri.
ctureを示 した.こ れ らの 一 部 はinvasionと考 え ら
れ た.surgicalmarginはtumorfreeであ り,最






















































































































病では,リ ソバ流からみて鼠径 リンパ節が第1所属 リ
ンパ節となるが,疑われる場合には,リ ンパ節廓清を
あわせて施行することが必要である.治療の第1は,
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